


■ 商品別特典設定

■ 関連キーワード・ユーザトレンド
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前回に引き続き、楽天サーチ流入改善の使い方について解説します！

今回はこのふたつを解説していきます。
まずは前回のおさらいから！
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RMSを活用してアクセス分析

必須ツール

楽天サーチ
RMSデータ分析 > アクセス・流入分析 >楽天サーチ

楽天サーチとは？

アクセス数向上のため、楽天市場内での

検索改善に特化した分析機能。
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楽天サーチ流入改善の３ステップ

STEP1 商品別検索キーワード
改善が必要な商品と改善アクションを
把握！

STEP2 商品別特典設定
改善が必要な商品のレビュー数や点
数を確認して、設定を編集！

STEP3 関連キーワード・トレンド
楽天市場全体のトレンドとキーワード
の分析と比較！

ユーザーがどんなキーワードでショップの
商品にたどり着いているかがわかる。

改善すべき商品と改善アクションに必
要な設定がわかる。

楽天市場内でどんなユーザーがどのよ
うにショップの取り扱いジャンルを探して
いるかがわかる。
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それでは、STEP2 商品別特典設定の使い方を見ていきましょう！
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STEP2 商品別特典設定part1

RMSデータ分析 > アクセス・流入分析 > 楽天サーチ > 商品別特典設定
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STEP2 商品別特典設定part2

商品名
検索アクセスが多い順に表記

市場検索経由のアクセス総数
検索経由のアクセス数

送料無料設定
送料無料設定がされているかどうか

あす楽
あす楽が設定されているかどうか

レビュー数
（）内はサブジャンルの平均レビュー数

レビュー点数
1～5の5段階評価の平均点
（）内はサブジャンルの平均

ポイント変倍
ポイント変倍率の個別設定がさ
れているかどうか。
通常1倍のところを、2～20倍
に設定可能です。
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STEP2 商品別特典設定part3

詳しく見るボタンを押すと、改善アドバイスが詳しく表示されますのでぜひ参考にしましょう！

改善のためのアクションの活用
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次に、STEP3 関連キーワード・ユーザトレンドの使い方です！
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STEP3 関連キーワード・ユーザトレンドpart1

RMSデータ分析 > アクセス・流入分析 > 楽天サーチ > 関連キーワード・ユーザトレンド
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自店舗に流入の多い検索キーワード
楽天市場検索経由で流入の多いTop30の商品に対して、流入の多いキーワードです。

楽天市場検索での関連キーワード1
自店舗への流入が多かったキーワードに対して、楽天市場全体で関連キーワードとしてよく追加されて検索されているキーワードです。

楽天市場検索での関連キーワード2
自店舗への流入が多かったキーワードに対して、楽天市場全体で関連キーワードとしてよく追加されて検索されているキーワードです。

キーワード検索ユーザーの性別・年齢
自店舗への流入の多い検索キーワードで楽天市場で検索しているユーザーの性別・年齢の構成比データです。

STEP3 関連キーワード・ユーザトレンドpart2
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詳しく見るボタンで、各キーワード検索の性別や年齢が詳しくわかります。
この分布が多い属性向けのページ作りやメルマガを配信してみましょう！

STEP3 関連キーワード・ユーザトレンドpart3
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こちらも詳しく見るボタンを押すと、改善アドバイスが詳しく表示されますのでぜひ参考に！

改善のためのアクションの活用

STEP3 関連キーワード・ユーザトレンドpart4
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